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Transient Receptor Potential Canonicalチャネル
を通るCa^2+の流入が心筋のカルシウムパラドック
ス障害の発生に関わっている
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近年心臓不整脈や心肥大に関わることが明らかにされている Transient Receptor Potential Canonical
(TRPC) チャネル（その中でも特に TRPC1 アイソフォーム）を通る Ca2+の流入が関与していること、2) その
TRPCチャネルの活性化には、Ca2+を含まない溶液で灌流中に発生する筋小胞体内のCa2+含量の減少が寄
与していること、が明らかとなった。
本研究は、心筋虚血再灌流傷害の発生に TRPC チャネルを介する Ca2+流入が関わっているという新しい
可能性を示唆したものである。
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